
 

妙高市立妙高高原南小学校だより 平成３０年度 №１０        平成３０年１２月２１日 

時代の中を生きる 
                          校 長  渡辺 伸一 

８０日間の２学期が終了しました。一人一人の子どもたちが目標をもって臨み、進んで

学び、思いやりの心が育ち、最後までやりぬく姿がたくさん見られた２学期でした。保護

者・地域の皆様からは、様々な教育活動に、多大なるご支援とご協力をいただきましたこ

とに心より感謝申し上げます。 

 

先日、NHK の大河ドラマ『西郷どん』

が終わりました。江戸時代の最後から明

治の初めごろは、日本の国が大きく変わ

った時です。ドラマの中で躍動する歴史

上の人物たちは、見るものを魅了し、輝

いていました。様々な人々が命を輝か

せ、懸命に生きる姿がそこにありまし

た。私は、主役の『西郷どん』が西南戦争に敗れ、最期を遂げることが分かっていたので、

最終回は少し暗い気持ちで見ていました。今の日本の礎を築いた先人の姿に、自らの生き

方を問い直し、勇気をいただいたような気持ちになりました。 

今は、平和な世の中です。科学技術は未だかつてない進歩を遂げ、私たちの生活は便利

になっています。スマホや AI が当たり前の世の中で、暮らしが劇的に変わっています。し

かし、光があたれば影ができます。社会全体で問題を抱えている部分もあります。それは

子どもたちも巻き込みます。例えば SNS の使用に起因するいじめ、ゲーム等によるに生活

や心の乱れ･･･問題は多様化、複雑化しています。予測が難しい点は、江戸末期から明治初

期と変わりません。時代はめまぐるしく変わっていきます。これから世の中はどうなって

いくのだろうと不安さえ覚えます。しかし、どんなに社会が変化しようとも、私たちは、

がんばって生きていかなければなりません。そして、大人は子どもたちを育んでいかなけ

ればならないのです。 

 

明日から１月７日(月)まで１７日間の冬休みに入ります。実りある冬休みにするために

規則正しい生活をするとともに、年末年始だからこその家庭の団らんや、家族の一員とし

ての役割分担の時間を大切に、各ご家庭の絆を一層深めてくださいますようお願い申し上

げます。 

   南小だより 
〈教育目標〉 

進んで学ぶ子 

思いやりのある子 

最後までやりぬく子 
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雪晴れの日の朝、足下を見ながら１列になって登校する児童 



 

インフルエンザ対策 

 今週に入ってインフルエンザに罹患する児童が出ています。インフルエンザの潜伏期間

は２～３日で、発症する１日前から発症後３～７日ごろまで周囲の人にうつしてしまう可

能性があります。発症日から３日間ほどが最も感染力が高いそうです。感染拡大を防ぐた

め、学校では次の対策をとりました。 

① ２０日 ・昼休みは自分の教室で静かに過ごす。 

       ・大清掃は教室の片付け、整理整頓。 

② ２１日 ・終業式はマスクを着用する。 

    ・ 〃  歌は歌わない。 

③ ２５日 ・課外活動を中止する。 

    ・２６日、２７日の課外の有無を決める。 

この他、活動後の手洗い、うがいの励行などできる手立て

を講じています。ご家庭でもご注意ください。 

 

保健室横掲示板“う･ま･く･き･た･え･て” 

マスクを着用して授業を受ける（左から６年生、５年生、４年生） 


